〈Practical Articles〉A Study of Skit Activities from the Viewpoint of Speaking Proficiency and Learning Motivation by 鄭 聖美 et al.
〈報告〉発話促進と学習意欲向上の側面からみた「
スキット活動」の可能性と課題 : 初級クラスにお
ける実践の事例分析
著者 鄭 聖美, ブッシュネル  ケード 
雑誌名 筑波大学留学生センター日本語教育論集
号 30
ページ 139-160
発行年 2015-02-28
その他のタイトル 〈Practical Articles〉A Study of Skit
Activities from the Viewpoint of Speaking
Proficiency and Learning Motivation
URL http://hdl.handle.net/2241/00125044
発話促進と学習意欲向上の側面からみた
「スキット活動」の可能性と課題
一初級クラスにおける実践の事例分析-
要
鄭聖美
ヒコ
臼
ブッシュネル ケード
本研究は、スキットの実演データとアンケート調査を分析し、「スキット活動J の
可能性と課題を考えるものである。本稿では、「発話促進Jと「学習意欲の向上Jの
ためにスキット活動を取り入れた初級クラスの一実践を分析した。実演の文字化資
料を質的に分析した結果、各々の学習者に一定の呂本語力の向上が見えた。また、
発話文の量を分析した結果、「発話文の延べ数j と「有意な発話文の割合」にも増加
が見られた。更に、授業終了時のアンケート調査 (n二 12) においては、スキット活
動による日本語の口頭練習および日本語学習への高い動機付けが認められた。従っ
て、スキット活動によって、発話が量的にかつ質的に促進できると同時に、学習意
欲も向上できる可能性が示された。一方、活動に関する学習者の否定的評価とコメ
ントからは、活動の白的に最適な評価方法とフィードパック方法を探ることが、活
動の効果を更に向上させるための重要な課題であることがわかった。
[キーワード]短期留学生初級中期 スキット 発話促進学習意欲
A Study of Skit Activities from the Viewpoint of Speaking 
Proficiency and Learning Motivation 
]UNG Sungmi， BUSHNELL Cade 
(Abstract] The purpose of this study is to demonstrate the possibility and problems 
of skit activity by analyzing the transcripts of performances and survey results. The 
practice was carried out in one beginner c1ass where the focus was put on exercis-
ing and understanding grammar and vocabulary， using skits' to improve speaking 
proficiency and learning motivation. When comparing the transcripts of the first and 
last performances， positive changes quantitatively and qualitatively in sentence 
productions were shown. High motivation for oral practice and learning ]apanese 
were also observed from the questionnaire survey at the end of the semester. 
Negative evaluations and comments from the learners showed that a more suitable 
way of evaluating and giving feedback should be found. 
(Keywords] short-term students， beginners， skit， speaking proficiency， 
learning motivation. 
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1 .はじめに
筑波大学留学生センターの初級日本語クラスでは、コミュニケーション能力の向仁に重
点をおいた様々な取り組みを行っている。特に短期留学生コース(単位有り 1)では、クラ
ス外で日本語のコミュニケーションを行う機会の少ない学生が多いため、発話を促し、学
期を通して学習意欲を保たせるようなクラス活動が更に求められている。発話を促すため
の初級クラスの活動としては、スキットやプレゼンテーションなどが考えられる。なかで
も、スキットは日常会話の口頭練習ができるため、アカデミックジャパニーズを喫緊の自
標としない学生も興味を持って取り組みやすい。そこで、 2013年度の短期留学生コースの
あり級中真IJクラス (N202)では、「スキット活動j を取り入れ、「発話促進Jと「学習意欲向
上」を図った。本稿では、その実践を取り上げ、スキットの実演データとアンゲート調査
の結果を分析し、スキット活動が発話促進と学習意欲向上という当初の目的にどのように
作用したかを検証するとともに、今後の課題を提示する。
2.先行研究と本研究の位置づけ
2. 1 スキットに関する理論的背景
スキット (skit)とは、会話の実例などを示すために演じられる寸劇、つまり、短いドラ
マのことであり、演劇的アプローチ (dramaticappr刀ach)と呼ばれる手法 (technique)の一
種である。演劇的アプローチとは、「ある場面や文脈における適切な表現を繰り返し行う
ために、俳優や演出家が行っている稽古の進め方や稽古などの中に取り入れている様々な
活動を語学教育に取り入れようという試み(橋本2009: 113) Jであり、ロールプレイ (r刀le
play)から劇 (play/theater)の公演まで幅広い活動がある。第二言語習得論では昨今、演劇
的手法の可能性を論じている研究が数多くある。例えば、 Stern(1983)では、 ドラマ的活動
は現実に近い場面でiヨ襟言語を使うことによって自標言語の口頭表現に自信がつくととも
に、他の学生との協働を通し発表や実演ヘ不安が減少できると述べている。 Tarone(2000) 
では、目標言語で「遊_.SJということは、語裳や文型を長期記憶に残りやすくし、社会言
語学的な能力を向上させ、中間言語のシステムを弱体化することで、学習者がより高いレ
ベルでの第 2言語習得に進むように促進する働きがあると論じている。また、 FitzGibbon
(1993)は語学授業におけるドラマの有効性として、 1)目標言語を用いて、意味・流れの
あるインターアクションが生まれやすいこと、 2)音声・韻律上の特徴が断片的でなく、
インターアクティブでコンテクストのある場IflJで、学べること、 3)新出語裳・表現が断片
的でなく、意味のあるコンテクストの中で学べること、 4) 呂標言語を習得する上で自信
が生まれること、という 4点を挙げている(野呂2009: 26) 0 Davies (1990)は、 ドラマ活
動によってロ標言語のアクセント・イントネーション・トーンなど (supra-segmentals)
とパラ言語 (para-language)の練習ができ、知識と表現の結びつきが強化されるという。
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要するに、演劇的手法の可能性として、既習項目をコンテクストのある場面で使い口頭コ
ミュニケーションカの向上が図れることと、音声教育や非言語情報・パラ言語情報の教育
への効果および、自信感や動機づけなどの情意的要因への肯定的影響も期待できるという
ことが挙げられる。
なお、ロールプレイはもともとカウンセリングの分野で生まれ、教育分野に取り入れら
れてから、語学教育に使われるようになったこともあり、見解によって定義が異なる。ま
た、筆者らの調べた限りでは、ロールプレイとスキットの相違について明確に論じている
理論的研究もまだ確認できていない。ただ、第二言語習得論では、ロールプレイを演劇的
手法の一種(橋本2009、野呂2009、Makita1995、Rodriguez& White1983、Davies1990、
Zafeiriadou2009、Krivkova2011、Zyoud2010など)としてみなし、スキットをロールプレイ
の一種(小村2011など)として見なすことが一般的であった。一方、第二言語の教育現場
では、ロールプレイを対話の口頭練習のように狭義に捉え、スキットとロールプレイを全
く別の活動として扱っていることが多いようである。第二言語教育現場の一般論で言えば、
スキットは、風刺 (satirical)性が高くコミックやユーモアがあり、参加者が幾つかの指示
や条件に沿って場面、登場人物、ストーリーを白ら決め、事前練習をしてから、小道具な
どを用い演じる活動である。それに対し、ロールプレイはロールカードなどによって場面、
登場人物、粗筋などの大枠が決まっており、参加者が郎興で対話を考えながら、それぞれ
役を演じる活動である。それゆえ、即興的な対話形式のロールプレイに比べ、スキットは
登場人物の性格やストーリー展開がはっきりしており、役者にとっても観客にとっても面
白い(東2009)とされている。また、学習者がその作成から実演までの過程に自分遠のア
イディアを盛り込むことができるため、創造性を喚起しながら意欲をもって取り組むこと
が期待できる (Davis1990)という。公演などに比べ、準備にも実演にも時間を取られない
ため、時間的制約のある総合クラスにも比較的に組み込みゃすい上、その作成から実演ま
での過程に書く・読む・話す・開くという 4技能の練習が多く含まれており、 4技能の向
上も期待できるというメリットがある。
2. 2 スキット活動の実践報告と実託研究
周知の通り、演劇的手法は従来から第二言語の授業に多く取り入れてきている。それゆ
え、その実践報告も非常に多い。発話を促し口頭運用能力を向上させることを毘襟とした
実践が主ではあるが、 4技能の向上を呂指した実践も数多く、またアクセントや発音など
の音声教育およびリスニングやライティングなどに特化した実践報告も少なくない。動機
づけなどの情意的要因の向上を図った実践も見られる。ところが、それらは主に英語教育
で行われたものであり、日本語教育ではその実践報告がまだ少ない。近年は、北米の日本
語教育を中心に演劇的アプローチの可能性に注目した研究や指導書(野呂2009、高橋2009、
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野呂・高橋他2012)が出され、自本語教育においても演劇的手法の実践が徐々に増えてき
ている状況である。
筆者らの調べた範閤では、日本語教育における「スキット活動」の実践報告は、 Mikita
(1999)、二宮 (2004)、上回他 (2005)、Endo& Saito (2009)、高木他 (2004)、木下 (2013)
などがある。英語教育の実践と同様に、発話促進と運用能力の向上、および4技能の総合
的な向上を主な目的としているが、動機づけ(二宮2004)や音声教育(J二田他2005)を目
的とした実践もある。 Mikita(1999)は4技能と口頭運用力の向上のために初級クラスに
スキット活動を取り入れた、カナダでの実践である。同著者はロールプレイの実践も報告
している (Mikita1995)。一方、二宮 (2005)は「動機づ、け」を主目的にスキット活動を中
級クラスに取り入れた日本国内の実践である。上回他 (2005)は国内の初級クラスにおい
て「アクセントや発音の改善」のために創作スキットを朗読させた実践である。 Endo& 
Saito (2009)は中級クラスにおいて 4技能と口頭運用力の向上、および、音声教予言の効果を
目指し、創作スキットのラジオドラマ作成を試みた、アメリカでの実践である。高木他
(2004)と木下 (2013)は国内の初中級クラスにおいて 4技能と口頭運用力の向上を白的と
した実践である。
2. 3 本実践と研究の位置づけ
日本国内外を関わず、英語教育か日本語教育かに関わらず、スキット活動は初級クラス
に取り入れられる場合、文法と語集の理解と練習に重点がおかれ、「既習文型や語棄を含
んだ発話を行うことj を課題の中心に据える傾向がある。コンテクストのある場面での自
然な言語運用と、学習者への創造性の喚起や楽しさが演劇的活動の主なメリットとされて
いる中、形容詞の過去形を 10個以上使ってスキットを作りなさい、 r~たり、~たり j を使
いなさいといった構造シラパスの課題が出されるのは残念なことである。そこで、本実践
では、「設定状況に相応しい日本語のコミュニケーションを行うJ という場面・機能シラ
パスの課題を出し、その中で既習の文法・文型を使うように図った。すなわち、本実践は、
文法・語棄の理解と練習に重点がおかれた「初級の総合Jクラスにおいて、発話促進と学
習意欲向上という目的に充実した「場面・機能シラパスの課題j のスキット活動を取り入
れた点で、その意義があると言える。
なお、スキット活動を含んだ演劇的手法の実践には、その効果を実証した研究が極めて
少ない。海外の英語教育では理論的研究が主となり、国内の英語教育と国内外の日本語教
育では実践報告が主である。成果を検証するとしても、学習者に感想、を問うようなアンケー
ト調査や教師の観察所見などにとどまっており、活動が当初の呂的にどのように作用した
かを実践データに基づいて検証した研究はほとんどない。その面で、「中級j 日本語クラ
スにおいて「日本語で観客を笑わせるJことを課題の lつとした実践を行い、教部の観察
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とアンケート調査に基づき、「動機づけ」への成果を検証しようとした二宮 (2005)の試み
は興味深いものである。そこで、本稿では、実演の文字化資料とアンケート調査という実
践データを、活動の呂的である「発話促進j と「学習意欲向上j の観点から分析し、活動
の効果を実証する。すなわち、本稿は、「初級Jクラスにおける「実践データj に基づき、
スキット活動の「発話促進と学習意欲向上Jという効果の実証を試みる点で、先行の実践
とは異なると言える。
3.本実践の概要
3. 1 クラスの概要
本実践は、短期留学生向けの初級中期レベルの総合日本語クラスにおいて行った。実践
の対象者は、非漢字額からの学生(以下、 N)6名と漢字盤からの学生(以下、 K)6名、
計12名である。他にも、聴講生 I名と途中脱落者 l名が受講していたが、欠席が多かった
ため、分析の対象から除外した。
~Situational Functional Japanese~ (以下、 SFJ)の学内用箆易版である『初級百本語』を
主教材とし、文型練習と会話練習に使った。 SFJには会話練習のためのモデル会話があり、
別途付録としてモデル会話の動画(平仮名字幕および英訳付き)もある。また、 ~NEJ: A 
New Approach to Elementary Japaneseテーマで学ぶ基礎日本語』を副教材とし、読解
活動と作文活動に使った。 SFJとNEJとも 9課から16課を扱った。授業は 1コマ75分、選5
コマ、 1学期15遇、計75コマ行われた。計56コマにわたって l課7コマのペースで進めた。
表 1 各課における学習の流れ
文型練習十モデル会話
会話練習
会話練習+Skitの作成→ (Skitの練習)
Unit Quiz十 Skitの実演一→ (SkitのFB)
?????
???????? ??
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3. 2 活動の概要
→ Slリの SD(2. 5コマ)
→ SFJの動画&Script(0.5コマ)
→ SFJの CD&Eole-play(1. 5コマ)
→クラス内でベアワーク (0.5コマ)
スキットの練習 →宿題
→ 1組3'"'-'5分、録画 (0.5コマ)
フィードパック →コメント入りの評価表と動画のウェブ公開
図? スキット活動の流れ
スキット活動はSF]をベースに、上記の図 lのような「文型練習→モデル会話→会話練
習→スキットの作成→スキットの練習→スキットの実演→スキットのフィートパックJと
いう一連の流れで、 l学期計8由行われた。
まず、 SF]のSD(Structure Drills)を使って当課の文法・文型および語集・表現を学ん
だ後、それを含んだモデル会話の動画(必要に応じてスクリプトも)を通して設定場面に
相応しい表現やコミュニケーションスキルを学習した。次に、その表現やスキルを含んだ
SF]のCD(Conversation Drills)を使って会話練習とロールプレイをした。その後、ぺア
で創作スキットを作成させた。ぺアは教師が指定した。基本的に、学期の前半では隣同士
や仲良し同士で紐ませ、後半では文化背景や日本語レベルを配慮して組ませた。スキット
の作成は、できるだけクラス内で行うように指導した。未習の文型・表現について教部の
助言が得られるようにするためであり、教師が内容と展開について携わることは一切なかっ
た。創作スキットの条件としては、メンバーが均等に貢献すること、クリエーティプで面
白いこと、スキットの課題を必ず含むこと、実演時間の目安が 3分以上 5分以内であるこ
と、とした。スキットの課題は、モデル会話の場面・機能から 2つ程度を選んだ。例 lに
スキットのガイダンスの例を示し、表 2に各課の設定場面とスキットの主な課題をまとめ
た。
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Requirements: ① 
② 
③ 
移IJ1 スキットのガイダンスの例(し9)
All team members must participate equally! 
Be creative. Make it interestinσ/funnv. Have fun! 1:;:>' ~ -"~..J 
Must include -Explaining symptoms 
ー Askingand answering questions at a hospital 
Time limit: 5拠出utes (以!ヘ省略)
表2 各課におけるモデル会話の場面回機能とスキットの主な課題
モデル会話の場面・機能 スキットの主な課題
L9 病院で(症状を言う) 症状を言う
LIO デパートで(物の描写①) ほしい物について描写する
Lll 本屋で(本の注文・取り寄せ) 本を買う/注文する
L12 道を開く(位雷や行き方①) 位置や行き方を関く
L13 喫茶j吉(お詫び、と理由) お喋りをして本題に入る
L14 忘れ物の問い合わせ(物の描写②) 忘れ物について描写する
L15 本を借りる(本の貸し出し・予約) 本を借りる/予約する
L16 タクシーを呼ぶ(位置や行き方②) 位置や行き方を説明する
1 
スキットの準備と練習は宿題として課した。到達目標を自分で設定し、自己責任で取り
組む自律学習を白指すためであった。スキット作成の次回にクラスメートの前で実演させ
た。スキットの作成と実演の間に週末を挟むこともあったが、表 1に示したようにUnit
Quiz (各課の文法・語嚢クイズ)と同日に実施されるため、学生もスキット作成はできる
だけクラス内で終わらせ、クラス外では口頭練習に集i中する様子だった。スキットのフィー
ドパックは時間的制約のため、授業後に教師
が録画した動画を見直しながら、評価項目に 例 2 スキットの評価表の例 (Ll1)
点数をつけ、コメントを入れた評価表を返す
ことで行った。同時に、学生が自分のできが
何度も確認できるように動画サイトに限定公
開した。例 2に、評価表の例を挙げる。なお、
スキット活動は最終成績に20%反映された。
12名の受講者は、スキットの作成と実演に
毎回積極的な取り組みを見せた。独創性と完
成度の高い、コミカルなストーリーを作成し、
小道具なども使用しながら披露するぺアが多
く、クラスメートのスキットを非常に楽しん
でいるように見受けられた。
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4.データの分析方法
4. 1 発話促進についての検証方法
初@の実演データと最終IBJの実演データを文字化し、発話を「増加」と「向上」という
2つの側面から分析する。本稿で言う発話の「向上j とは、発話の質の向上を指す。一方、
発話の「増力IJ とは、発話の量の増加を指す。以下では、それぞれの分析基準を説明する。
4. 1. 1 発話増加の捉え方
発話を数える単位として、平均発話長 (MLU; Mean Length of Utterances)という指標
がある (Brown，1973)。この捉え方では、発話の形態素を数えるわけであるが、形態素で
はなく、単語を単位として計算したほうがいいという反論 (MLUw)もある上J日本語で
はMLUをそれぞれ形態素MLU、自立語MLU、および接続・活用形付属語MLU、活用形付
属語MLU、自立語付属語MLむなどと捉える場合がある(宮田2012)。また、 MLUはもとも
と「子供」の「文法の発達j を測定するための概念であり、成人の学習者による発話を分
析する場合には適さない可能性もある。
一方、話者交代 (speakerchange)という観点から見ても、以下の例で示すような問題
が発生すると考えられる。
例3) A:どうしたの?
B:一緒に映画が見たいから、電話した。
A:いいね。いつ行こうか。
B:週末に時間ある?
A:うん、土曜日ならあるよ。
ザU-4) A:どうしたの?
B:一緒に映画が見たいから、電話した。週末に待問ある?
A:いいね。土曜日なら、時間あるよ。
話者交代の回数を数えると、 Bは例3)では 2回、例りでは 1回発話したことになる。
ところが、 Bは「①一緒に映画が見たいから電話した/②週末に時間ある」という全く同
じ発話をしているのに、例3) では①と②の関にAの「し、いね。いつ行こうかj が挟まれ、
2@発話したことになっている。このように話者交代が頻繁に観察されても、「発話が増
加した(口数が増えた)J とは限らないことが分かる。
そこで、各々の発話を「単文レベルJで数えてみた。すると、 Bが例3)と例4)におい
て同様に「①一緒に映画が見たい、②電話した、③週末に時間あるj と3回発話したこと
になり、話者交代で数える際の問題が解決できるため、本稿では発話を単文レベルで捉え
ることにした。重文や複文の場合、単文に分けて扱った。
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4. 1. 2 有意な発話の数え方
周知のように、仁i数は意味度合を保証しない。たくさん話してはいるが当たり障りのな
いことしか言わず会話がなかなか弾まない母語話者もいるように、口数は多いが相手の言っ
たことを繰り返したり言い換えたりするだけの学習者もいるわけである。そこで、本稿で
は、発話の延べ数に対し、ストーリーの展開に貢献する発話を「有意な発話」とみなし、
下記の基準で数えた。
1 )呼びかけ、挨拶、棺槌、擬声語・擬態語、接続認は除外する 0
・ああ、なるほどね。一→ 線部除外
・もしもし、たけし君?こんにちは。→ 線部除外
2)応答、否定語・肯定語、相手の発話の反復は除外する。
-もう分かった 'i-うん、もう分かった。→ 線部除外
-そこで右に曲がるの 'i-いいえ、違いますよ。左ですよ。→ 線部除外
・明白、時間ある?-うん、時間あるけど、どうして? → 線部除外
3 )繰り返しは 1@として数える。
・これ、ほしい、ほしい、ほしい。→ 「これ、ほししリとして数える。
4. 2 学習意欲についての検証方法
小島 (2002)は、「学習意欲j を次の 3つの要素から成り立つものとし、「情意的要素」
が高まることによって他の 2つの要素にも影響を及ぼし、主体的な学習活動が成立すると
述べている。
第一、情意的要素:学習を動機づける役目を果たす(やる気)
一有能感、自己決定感、他者受容感
第二、認知的要素:学習を促進させる役目を果たす(理解力)
一学習の楽しさ、学習の意義・評価、自己認識など
第三、技能的要素:学習を達成させる役目を果たす
一基礎的技能、学習計画、学習方法など
桜井 (1997)は「情意的要素」の 3要素、「有能感、自己決定感、他者受容感j を次のよ
うに定義し、内発的学習意欲の発現プロセスを図 2のようにまとめている。また、「有能
感Jと「自己決定感」は「他者受容感j によって形成されることもあるため、内発的学習
意欲の源の中でも「他者受容感j が最も大切だという (p21)。
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-有能感 (Senseof competence) 
: r自分はできるんだ、やろうと思えばできるんだ!Jという気持ち
・自己決定感 (Senseof self-determination) 
: r自分のことは自分で決めているんだ!Jという気持ち
・他者受容感 (Senseof acceptance by significant others) 
: rまわりの大切な人から受容されているんだ υという気持ち
図2 内発的学習意欲の発現プロセス(桜井1997、p.19)
要するに、心理学の研究知見によれば、学習意欲の中でも、情意的要因を構成する「有
能感j、「自己決定感」、「他者受容感」という 3要素こそが、主体的・内発的学習を支援す
る源である。そこで本稿では、スキット活動に関する学習者アンケート調査において、学
習意欲の 3つの源に関わる質問項目の結果を分析することで、スキット活動が学習意欲に
及ぼした影響を検証する。
5.発話促進についての分析および考察
5. 1 発話の「増加Jについて
実演の文字化資料から各々の発話を単文レベルで数え、「発話文の延べ数」と「有意な
発話文の割合j を算出し、初回から最終回への変動を分析した。
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表 3 初回から最終屈の発話文の変動
発話文の延べ数 有意な発話文の割合
初回 最終回 変動 初回 最終回 変動
N1 20 34 十14 65% 71% 十6
N2 18 33 十15 56% 76% 十20
N3 17 36 十円 59% 67% 十8
N4 16 26 十10 56% 62% 十6
N5 16 22 十6 50% 59% 十9
N6 10 29 + 19 50% 76% +26 
K1 35 35 十0 66% 77% 十1
K2 35 26 ~9 69% 61% ~8: 
K3 12 23 十1 50% 52% 十2
K4 14 43 十29 71% 72% 十1
K5 20 28 十8 40% 64% 十24
K6 26 30 十4 69% 80% 十日
表 3に示したように、 K1とK2を除く 10名において、「発話文の延べ数」の増加が認めら
れた。つまり、 12名中10名が、初回の実演より最終回の実演のほうで多く話したことにな
る。特に、 N1，N2， N3， N4， N6， K3， K4の7名は10文以上が増加し、発話文の量が著しく増
加した。 K1とK2は、初回の実演では制限時間を超え、発話文の延べ数がクラスメートを
はるかに上回ったが、 2回目からは制限時間の自己調整があったため、発話文の延べ数の
増加が認められない結果となった。「有意な発話文の割合j に関しては、 K2を除く 11名に
おいて増加が認められた。つまり、 12名中11名が、初回の実演より最終回の実演のほうで
反復・繰り返しなどが減り、ストーリーの展開に貢献できる内容が増えるなど、発話の意
味度合に改善があったことになる。特に、 N2，N6， K1， K5， K6の5名には10%以上という
著しい増加が見られた。また、 N1，N3， N4， N5の4名にも 5%以上の大きい増加が見られ
た。しかし、 K2からは有意な発話文の割合に低下が見られた。 K2は発話文の延べ数も低
下したため、学期を通して発話への意欲が低下した可能性も否定できない。
なお、発話文の延べ数には増加が認められなかったK1は、有意な発話文の割合には11%
という著しい増加が見られた。 K1に対してはスキット活動が、発話の全体量の増加より発
話の意味度合の改善のほうに大きく影響したと言える。一方、「有意な発話文Jは2・3%
と小幅に増加したK3とK4は、「発話文の延べ数」は11文と29文と大幅に増加した。 K3とK4
に対してはスキット活動が、発話の意味度合の改善より発話の全体重の増加のほうに大き
く影響を及ぼしたと言える。以上、学生によってより大きく影響された側面は異なるもの
の、実践対象者12名のうち10名から、発話の全体量の増加と共に発話の意味度合の改善が
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見られた。すなわち、発話文が量的にかつ質的に増加した傾向があり、スキット活動によっ
て発話が促進された可能性が示された。
5. 2 発話の「向上Jについて
初回と最終回の文字化資料から課題文における日本語の質的な向上を比較分析した。紙
面の都合により、本文には学期を通して授業中に口数の最も少なかったK5の例のみを挙
げる。他の学生については文末資料を参照されたい。
例5) I K6:え、どうしましたか。
K5 :あの、あの、げり、下痢をしました。おなか?おなか、おH菱が痛い、
L9におけるK5I とても痛い。 ・・・(中I各)・・
の課題文 I K6:昨日何か食べましたか。
K5:たぶん、ええ、なま、生卵、や、ふるい、古い魚、ええと、食べまし
た。
例6) I K3:どうしたの?
K5:その自は同窓会があるので、一緒に行きませんか。...(中略)••• 
L16における I K3:でも、東京タワーの道はちょっとわからないですけど。
K5の課題文 I K5:え、そうですね。あ、かみ、や、ちょう、神谷町訳、知ってますか。
K3 :あ、知っています。日比谷線ですね。
K5:うん、そうそう。図書館が見えます。その角を左側、あ、左に曲がっ
てそのまままっすぐ行くと、右側に東京タワーがあります。そのレス
トランは東京タワーの向うです。
K5は教師に当てられでも短答か微笑みで返すため、発話力や口頭運用力をはかること
が難しかった。クラス内外のコミュニケーションも同国の学生と母語で行うことが多く、
スキット活動に対しても特に積極的な印象は見受けられなかった。しかし、例5)と例6)
の比較によって、 K5の発話文が質的に向上していることがわかる。例5)の反復・繰り返
し(波線)が減少し、例6)では未習語(同窓会)や名称の使用(神谷町、東京タワー)と
自己修正(波線)、および重文・複文や副詞の増加が目立つ。初回の実演では、「下痢、お
)j夏、古しリという語棄も自信をもって言えずに相手の様子を見ながらどもっていたが、最
終回では「かみ、や、ちょう」と字レベルで言った後に「かみやちょう」と語集レベルで
言い直したり、「右側」と言った後に右か左かを自己確認してから「右J と言い直したり
していた。それとj弓時に、初回の発話では単文レベルでしか言えなかったが、最終回では
1"，ので/~と J という複文と「そのまままっすぐ」という副詞も言えるなど、発話文の
構造に複雑化が目立つようになった。ペア替えによる刺激変化も要因のーっとして考えら
れるが、このような新たな挑戦によって賓の上がった発話が促されたことと、このような
促進の積み重ねによって実際の口頭運用力も向上されることは確かなことであろう。
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このように初回と最終回の文字化資料の比較において、学生によって多少の差はあるも
のの、 K1とK2を含む全員の日本語力に各々一定の伸びが見えた。スキット活動を通して
「とにかくたくさん話すJ中、「日本語も徐々に伸び、たj といえよう。すなわち、スキット
活動によって、発話は量の増加のみならず、質の向上からも促進される可能性が示された。
6.学習意欲についての分析および考察
6. 1 アンケート調査の結果について
授業終了時に、 5段階評価式 (5:とてもそうである、 1:ぜんぜんそうでない)と自由記
述式を併用し、スキット活動についてアンケート調査 (n=12)を行った。表 4に評価式
アンケート項目の結果をまとめた。
表4 評価式アンケート項毘の平均 (n斗 2)
全体 N K 
A取)り組み Ql.スキットの準備と実演に最善を尽くした。 3.9 3.7 4.2 
Q2.スキットの準備を楽しんだ。 3.9 4.2 3.7 
Q3.スキットの実演を楽しんだ。 4.3 4-.0 4.0 
Q4.注巨を引き、笑わせようとした。 3.8 3.7 4.0 
Q5.実演の鑑賞を楽しんだ。 4.8 4.8 4.8 
Q6.実演の鑑賞が、スキット準備の良い刺激になった。 4.3 、5:，:n 3.7 
B日)本語学習
Q7.口頭練習を促した。 4.4 4.3 4.5 
Q8.日本語の勉強に役立った。 4.5 4.3 4.6 
Q9.スキットの言葉・文法を今も覚えている。 4.4 4.2 
QI0.日本語のコミュニケーションに自信がついた。 3.9 4.0 3.8 
評C)価とFB
Ql1.評価とFBが役立った。 4.2 4.0 4.3 
Q12.動画サイトに限定公開されている録画を見た。 2.7 2.7 2.7 
Q13.録画と限定公開が、日本語の勉強に役立った。 3.2 2.5 4.3 
アンケート調査の結果、学習者は総じてスキット活動について好評であった。 A)取り
組みに関しては、全項目の全体平均点が3.8以上であり、概ね肯定的に評価していた。特に、
漢字醤 (K)より非漢字暦 (N)のほうが活動を楽しみ、クラスメートの実演を見て刺激を
受ける傾向 (Q2，Q3， Q6)であった。
B)日本語学習については、漢字圏か非漢字圏かを向わず、満足度が非常に高かった。
QIOを除くすべての項目において、全体平均点が4.4以上である。わけでも漢字留の評価が
より高かった。中でも語嚢・文法学習 (Q9; 4.7)に役に立つと高く評価していた。一方、
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QIO (日本語コミュニケーションへの自信感Jについての評価 (3.9)は他の項目に比べて
は多少低い傾向であった。このことから、スキット活動が日本語の口頭練習を十分に促し
ていても (Q7; 4.4)、日本語コミュニケーションへの自信向上には十分に影響していなかっ
たことがわかった。 1学期という短期間であったことを考えても、機能・場面シラパスの
課題を中心に据えた意図に比べ、コミュニケーションの自信感への影響が十分でなかった
ことは反省点で、あり、今後改善すべき課題の一つである。
C)評価とFBに関しては、項自によって評価が分かれた。評価とフィードバックそのも
のに対しては肯定的に評価 (Qll; 4.2)していたが、録画とウェブ隈定公!?司に対しては否
定的に評価 (Q12とQ13; 2.7と3.2)する傾向があった。わけでも、漢字額 (K; 4.3)より、
非漢字圏 (N; 2.5)のほうが否定的に評価した。評価やフィードバックの方法に関しても
改善が求められる。
6. 2 学習意欲の観点、からみた、活動の可能性
前述の「学習意欲の 3つの源」に関わる項目と結果を、表 5にまとめた。
表 5 学習意欲の3つの源に関わる項目と結果
平均
有1)能感 QIO.B白本語州のr コミュニケー ショ
I '"J1O 
ンに {言力ついた。 3.9 
決2目)定己 Ql スキットの準備と実演に
I G~ 
3.9 最善を尽くした。 I G2 
感 Q2.スキットの準備を楽しん 3.9 I G3 だ。
Q3.スキットの実演を楽しん 4.3 ら;4 だ。
他3)者 Q4.注呂を引き、笑わせよう
G6 
とした。 3.8 
受容感 慌Q6の.良実演の鑑賞がスキット準
Q 11 
い刺激になった。 4.3 4 10 12 14 
Qll.評価とFBが役立った。 4.2 詰とても 箆そうである aまあまあ 沼そうでない回ぜんぜん
有能感 (Q10)、自己決定感 (Q1，Q2， Q3)、他者受容感 (Q4，Q6， Qll)に関する項自につ
いて学習者の評価が高く、スキット活動が学習意欲に有効に作用したと認められた。否定
的な評価はQ10，Q1， Q2， Q6において 1名ずつ見える反面、肯定的な評価はすべての項目に
おいて過半を占めてい石。 Q4以外の 6項目について、半数を遥かに超える人数 (8"-'10名)
が肯定的に評価している。 Q4にゥいては 7名が肯定的に評価している。つまり、本実践の
対象者の過半数は、 1)スキット作成から実演までのプロセスに主体的に楽しく取り結み
ながら (Q1，Q2， Q3) i自分で決めている」と感じ、 2)現実に近い場面で日本語のコミュ
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ニケーションを行いながら (Q10)rやればできるJ という自イ言をf等、 3)クラスメートの
反応や教師の評価によって自分が認められていると思ったり、クラスメートの実演の出来
によって更に頑張りたいと思ったりして (Q4，Q6， Ql1) r自分が受け入れられているJ と
感じていたといえる。このように、創作スキットの作成と実演は、学習者が主体となって
プロセスに関わる点と、学習者同士で刺激しあえ、認めあえる点で、学習意欲に有効に作
用したと考えられる。水谷 (1994)は、スキット活動を通して「学習者は現実に近い場面
で日本語を使うことができたという満足感、学んだことが定着したという達成感をもって
教室を出て行くことができ、それが次の日の意欲に結びつくことになるJ と述べている。
それに加え、本稿では、スキット活動を通して、自分で決めたことを自分でやり遂げる自
己決定感と有能感、クラスメートや教部に肯定的に評価される他者受容感と有能感を高め
ると、学習意欲を向上が更に図れる可能性が示唆された。
6. 3 否定的な評価とコメントからみた、活動の課題
表 6 学習者のスキット活動に関する否定的コメント(筆者訳)
-評価表の点数が何を意味するかまだ分点
評価とFB -録画されるともっと緊張する。 (2件)
-自分が演じたのを見るのが嫌だ。 (2件)
-他の人の動画は時々見た。
-自分の動画しか見ていない。
-動画はあまり見ていないから、役に立ったのかよくわからない。
-あまり興味のない課題もあった。
課題 -もっと面白い課題を出したほうがいい。
-毎回注目をヲjし、たり、笑いをとったりすることは難しい。 (2)
. (みんなの前で演じるのは)恥ずかしい。 (2)
実演 • 1学期 8国もあるのはちょっと多いと思う。
. (クラス外でぺアと練習するには)あまり持問がない。
準備 -ユニットクイズとスキットテストが両日なのは、きつい。
表 6に、終了時アンケート誠査における学習者の否定的コメントをまとめた。評価とフー
ドバックに関する内容が主で、わけても録画とウェブ限定公開についてのコメントが最も
多い。録画について否定的な理由としては、録画によって緊張が増すことが挙げられてお
り、ウェブ限定公開について否定的な理由としては、自分の演技を見るのが嫌いという点
が挙げられている。実演を録画しウェブ限定公開した理由は、クラス内でフィードバック
のための十分な時間が取れなかったからである。前記の例 2のような評価表を返すだけで
は有意なフィードパックにはなれない。よって、実演の直後には教師と学習者同士が気づ
いた点をその場で自由に話し合い、評価は教部が授業後に録画した動磁を見ながら行った。
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また、学生がI1J@を見ながら評価表の内容を確認し、今後に活かすことを図った。しかし、
このような教師側の意図は学習者に十分伝わっていないようである。そこで、録画とウェ
ブ限定公開が学習者にとって本当に必要だったかを含め、学習者にも有意だと思われるフィー
ドバックの方法が何かを考え直す必要がある。
その改善策を考える上で、表 6の縞掛けのコメントに注意する必要がある。評価表の項
目が教師によって決められているため、その点数は学習者にとって、単なるテストの得点
に映っており、日本語のコミュニケーションカの向上のための方向提示や自信付けには十
分繋がっていなかったようである。それに加え、例 2の評価表からもわかるように、文法・
詩集・発音の正確さや的確さについてのコメントが多かったのも影響を及ぼした可能性が
ある。すなわち、本実践が機能・場面シラパスを課題の中心に据えたのにも関わらず¥コ
ミュニケーションの自信向上の成果は期待に至らなかったのも、評価表の項目設定と教師
のコメントが原因だった可能性もある。小村 (2011)によると、スキットの発表で発話を
促すためには、「台詞や原稿の作成時に発表者が侶人的な目標を当てて会話に臨むことが
好まししリとしている。よって、学習者向士が話し合い、目標と評儲項目を決め、自己評
価や相互評価をするのも一つの案として考えられる。また、桜井 (1997)の主張している
「他者受容感j の大切さ(図 2)を考えると、評価表のコメント欄には、文法・語嚢・発音
についての否定的なコメントではなく、コミュニケーションのための表現やスキルについ
ての肯定的なコメントが、より日本語によるコミュニケーションヘ意欲と自信を向上でき
たのではないかと思われる。
以上のように、本稿で取り上げた実践には、機能・場面シラパスの特色を生かし、実際
のコミュニケーションへの自信向上に繋げるような評価方法、および、学習者にも有意に
忠われるフィードパック方法を探ることが、今後の課題として残されている。
7. おわりに
本稿では、「スキット活動j を取り入れた筑波大学留学生センターの初級日本語クラス
の一実践を取り上げ、「発話促進Jと「学習意欲の向上j の観点から実践データを分析し、
スキット活動の可能性と課題について考えた。
初回と最終回のスキット実演の文字化資料を質的に分析した結果、 12名全員において各々
日本語力に一定の伸びが見られた。また、量的分析によっても12名中11名において発話量
の増加が認められた。更に、授業終了時のアンケート誠査 (n=12)においても、スキット
活動による日本語の口頭練習および日本語学習への高い動機付けが認められた。したがっ
て、スキット活動によって、発話が量的にかつ質的に促進できると同時に、学習意欲も向
上できる可能性が示された。一方、活動に関する学習者の否定的評価とコメントからは、
活動の評価方法とフィードバック方法について今後の改善が必要であることがわかった。
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発話促進と学習意欲向上の側面からみた「スキット活動Jの可能性と課題
本事例研究からは、スキット活動の自的に最適な評価基準と評価項目を設定し、学習者に
も有意に思われるフィードバックを行うことが、活動の効果を更に向上させるための重要
な課題であることが示された。
一方、本稿は、分析方法に課題が残されている。学習意欲の測定方法として、認知心理
学では観察法、質問紙法、面接法などがあるとされている。本研究では、学習意欲を測る
方法として質問紙法のみを用いた。初回に比べ最終回において「発話文の延べ数」と「有
意な発話文の割合」の両方の低下が見られたK2のケースを考えると、今後、観察法や面
接法などによる追及研究を行う必要があるだろう。本稿ではすべての学習者における変化
をマクロな観点で大まかにみていたわけであるが、実際の録画データをより綿密かつマル
チモーダルに分析することにより、倍々人の行為の詳細やそれにおける変化も記述する必
要があると考えられる。この課題についても、稿を改めて考察したい。
J主
1 .母国大学の単位に読み替えが可能な科目のことを指す。
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資料 1 12名の初回と最終回における課題遂行文
Kl 初回
私の頭がず、いぶん痛い、痛いです。助けてくれ、先生。私は死にたくない。あ、
熱、ねつが普通です。
最終回 あ、それは結構複雑ですね。じゃ、銀座駅に到着したらどういったらいいでしょうか。
あ、チェックしましょう。ここは痛いですか。考え、ちょっと考えて。この状況
K2 初i豆! は薬だけできません。その薬は毎日の ~f)~ のきゅう i時ぐらい飲みます。その薬は頭
の上で、このような押すって作って。
最終回 土曜日は暇だけど、ムーピークスの場所がちょっと分からないね。よろしければ教えてくれる?ちょっと覚えられないね。もう一度。
K3 初回 私のお腹がとても痛いんです。昨日、昨日、吐き気がして、下痢もして。
最終回
私も行きますから、場所とを教えてください。じゃ、場所はどこですか。でも、東
京タワーの道はちょっ 分からないですけど。あ、知っています、日比谷線です
ね。
K4 初@ それは、新鮮じゃないですよ。食中毒かもしれません。最近少し休みを取ってゆっくりしてください。外の薬局で薬をもらって、一日 3[8]食後に飲んでください。
えーと、まっすぐ行って一つ自の交差点を左に曲がって、その突き当たりを右に
最終回 i曲がると、右側にあるんだね。ええと、その突き当たりを左に曲がって、まっすぐ行って、三つ自交差点をひだり・・・あ、右に曲がってそして一つ自の交差点を
左に li~3 がると、左側にあるんだね。あ、わからないなあ、また迷っちゃった。
K5 初回 あの、あの、げり、下採5をしました。おなか?おなか、お月望カ\~高い、とても f高い。
最終回 図書館が見えます。その角を左側、あ、左に曲がってそのまままっすぐ行くと、右側に東京タワーがあります。そのレストランは東京タワーの向うです。
i K6 初回 口が大きく開けてください。これは痛いですか。薬を出します。これは、これは、下痢止めとビタミンです。あ、食前、毎日 3回欽んでください。
うん、駅からまっすぐ行って、二つ自の交差点を右に曲がって、橋を渡ると、右
最終回 側にイーアスがある。ムーピークスはイーアスの 3階である。じゃあ、 i也i翠を主主
いてあげよう。
Nl 初@ 大丈夫じゃない。頭が痛い。 吐き気がしたい。大丈夫じゃない。お腹が痛い。あ、あのう、薬、薬がほしい。
あっ、それじゃ、その神社の近くに自転車屋がるでしょ?そのまままっすぐ行つ
最終回 て、一つ自の交差点を左に曲がって、突き当たったら右に曲がると、右側に一番
ハンバーガーがある。
N2 初1B1 あのう、アレルギーがありますか。この薬の中でたくさんピザがある、だめです。あ、この薬は大丈夫です、大丈夫。
あ、じゃ、道を教えてあげるよ。まずパスに乗って、そして筑波ヱクスプレスに
最終回 乗って、秋葉原で日比谷線に乗り換えて、銀座で降ります。あのf吉は駅の近くにあるよ。そして、あーと、釈を出てまっすぐ行って、そして二つ呂の交差点を左
に曲がって、橋を渡ると、角の子fiIにある。
N3 初回 あの、私の症状は、気分が悪くてお腹が痛くて巨が痛くて。ええと、ああ。下痢をしていますね。私のくび・・・ゆびも痛いです。
えーと、でも、本当に簡単です。ぽけつもんをでてからまっすぐ行って、見つめ
最終回 交差点を左に曲がって、そしてまっすぐ行くとヨシパークがあります。あ、ヨシ
パークは遊園地の名前ですよ。
発話促進と学習意欲向上の側面からみた「スキット活動」の可能性と諜題
N4 初回 それで、あなたの症状は、気分が悪くて自が痛くてお腹が痛くて、指が痛くて、熱と下痢もありますね。どうして早く病院に行きませんでした?
最終回 でも、行き方は分からないんですけど。ええと、ヨシパークというのは何ですか。近くに何か目印になるものがありませんか。
N5 初回 イ咋日から頭が痛かったので、・・・なかった。今日病続きました。病院で薬もらいました。
最終回 今レストランで友達に会うけど、道が良く分からないのよ。桜絞子というレストラン、知ってる?野球の広場の近くなんだけど。
N6 初回 残念ですね。この薬が今日ありません。ほかの薬が、ほかの薬は大丈夫ですか。一週間、毎日 2回飲んでください。
あ、知ってるよ。ええと、平砂宿舎まで行って、あそこにココというコンピニが
最終回 ある。ココの角を右に曲がってまっすぐ行って、二つ自の角を右に曲がると、左
側にその桜鮫子がある。
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資料2
スキット活動についての授業終了時アンケート(筆者による空行削除)
向ue8tionaryon Skit Activity (2013 N202) 
1n order to improve teaching effectiveness， please answer the following questions. 
Name: 
1. Overall， 1 gid mv best_ on preparing and performing my skit. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycommen t ? (Japanese， English or Chinese will be welcomed ) 
2. 1 enioved preparing for the skit activity. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) S0-80 (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycomment ? 
3. 1 enjoyed performing mv skit. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so崎so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycomment? 
4. 1 tried to draw classmates' attention and make them laugh in my skit. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycommentつ
5. 1 enjoyed watching Qther classmates' sU主ニ
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycomment? 
6. The classmates' skit encouraged me to perform a better skit. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycomment? 
7. The skit activity encouraged me to orally practice J apanese. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
女 Anycomment? 
8. The skit activity was helpful for me in improving mv Japanese. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
大 Anycomment? 
9. 1 still remember a lot of the J apanese structure and words 1 used in my skit. 
(1) Strongly Agree (2) Agree (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
大 Anycommentつ
10.1 gained self-confidence to communicate in Japanese in the same situation as the 
skit. 
(1) Strongly Agree (2) Ag1'ee (3) so-so (4) Disag1'ee (5) Strongly Disagree 
大 Anycomment? 
11. The way teachers sco1'ed and ga ve feedback was helpful fo1' me in imp1'oving my 
Japanese. 
(1) St1'ongly Ag1'ee (2) Ag1'ee (3) so-so (4) Disagree (5) Strongly Disagree 
大 Anycomment ? 
12.1 watched the video uploaded at Youtube. 
(1) St1'ongly Agree (2) Ag1'ee (3) so-so (4) Disag1'ee (5) Strongly Disagree 
女 Anycommen t ? 
13. The video鞠1'ecording and Youtube-uploading was helpful in improving my 
J apanese. 
(1) St1'ongly Agree (2) Ag1'ee (3) so-so (4) Disagree (5) St1'ongly Disag1'ee 
女 Anycomment? 
14. Any comments about the skit activity. (Japanese， English or Chinese is 
welcome) 
Thank you very much fo1' your time and consideration 
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